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意外と鳥の視界は狭い？
  ～上方と下方が見えていないハゲワシ類～

飛行するオオワシ Haliaeetus pelagicus   　
オオワシはあまり風車にぶつかりません
が，オジロワシより飛行時の下向き度合い
が少なかったりする？  撮影●吉岡俊朗

複眼の虫ほどではないものの，鳥というと視野が
広いイメージがあります。空を飛んで上から俯瞰で
きるのでなおさらです。さらに猛禽類ともなる細か
いところまで良く見えているイメージが加わりま
す。それだけに，そのワシが風車にぶつかって事故
死するのは不思議なことのように思えてしまいま
す。そこで，風車の回転が速くなると風車を認識で
きなくなる「モーションスミア現象」が起きるのだ
とか，獲物に集中してしまうとほかのものが見えな
くなってしまうのだとか様々な説が出されてきまし
た。ところが，猛禽類の視界はそもそも狭く，風車
が見えていない可能性があるという研究が IBIS 誌に
掲載されたので紹介したいと思います。

この研究を行なったのはイギリスの Martin さんた
ちのチームです。シロエリハゲワシ Gyps fulvus，コ
シジロハゲワシ G. africanus を対象に，目や頭骨な
どの形態からどの部分が見えていて，どの部分が見
えていないのかを測りました。そしてアマサギなど
と比較しました。

すると，アマサギについては，ぼくらの持ってい
る鳥のイメージ通り，視界が広く，ほとんどのとこ
ろが見えていることがわかりました。ところがハゲ
ワシについてみると，くちばしの先の方向を正面そ
すると 55°より上の範囲は見えないし，25 度より下
もまた見えていないなど，視界がかなり狭いことが
わかりました。

では，実際ハゲワシが飛んでいる時にはどのよう

な方向を向いて飛んでいるのでしょうか？ ビデオ映
像を使って分析すると，60°程度下を向いて飛んで
いることがわかりました。地面にあるであろう死体
を探しながら飛んでいるのでしょうね。すると，ハ
ゲワシは 55°よりも上方は見えないので，正面方向
に風車があってもそれが見えないことになります。
時々顔をあげて確認しない限りは風車が見えずに衝
突…ということになってしまいそうです。

この視界の狭さはほかの猛禽類でも同様なのか 
Martin さんに問い合わせたところ，ノスリ類などい
くつかの種についても計測したけれども，やはりハ
ゲワシと同様に上方は見えていないということでし
た。

オジロワシも観察していると獲物を探して下を向
いて飛んでいることが多いように思います。彼らも
風車が見えていない可能性があるのでしょうか？ も
しそうだとすると，海岸では下を見て飛んでいるけ
ど，内陸では正面を向いて飛んでいるとか，獲物が
海岸に落ちているときは下を見続けているけど，普
段は下を見たり正面を見たりするなど環境や状況に
よって視線が変わるのでしょうか？ 今度，北海道に
行った時に，ちゃんと観察せねばと思いました。
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